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１年・通年・２単位・必修 
機械，電気，電子制御工学科：上島 智史

情報，物質化学工学科：増山 聖子 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 
学習教育目標〕 

  

〔教育方法等〕 

概要： 

「所変われば品変わる」という故事があるように、地域によって習慣・宗教・言語などの社会環境

は違いがみられ、それを取りまく自然環境も一様ではない。地理の授業では、世界の諸地域でみられ

る「地域性」を自然・社会の両側面から理解するとともに、各地域が抱える諸問題について考える力

を身につけることを目的とする。 

 

授業の進め方と授業内容・方法： 

地理の学習で重要になるのは、地図と統計資料を活用できる能力である。地図・統計資料の種類と

 読み方を学ぶとともに、実際に世界各地の情報に触れることで、地域の諸事象を考察する。そのため、

 教科書だけでなく、必要に応じてプリントを配布する。また、思考力を高めるために、グループワー

 クや視聴覚教材を活用する。 

 

注意点： 

 関連科目 

歴史Ⅰ・歴史Ⅱ・政治経済 
  学習指針 

   COC+における地域理解教育の一環として、地域に対する愛着を深めるとともに、地域が抱え

   る問題を理解できることが重要である。 
自己学習 

   到達目標を達成するためには、授業以外にも教科書を読むなど、授業内容についての理解を深

   める必要がある。特に、授業後の復習を欠かさないようにすること。 

〔教科書〕 

・『新詳地理Ｂ』帝国書院 
  ・『詳解現代地図』二宮書店 
〔補助教材・参考書〕 

  ・配布プリント 

〔到達目標〕 

 １．地図や統計資料を読み解く方法を学び、地理的な見方・考え方を身につけることができる。 

 

 ２．世界の諸地域についての生活・文化を自然環境と関連付けて理解し、異文化理解の重要性を 

   説明できる。 

 

 ３．世界の諸地域についての学習を通じて、日本との共通性や特異性を見出すことができる。 

 

 ４．地域社会が直面する諸課題を理解するとともに、持続可能な社会の構築を目指して取り組む 

   べきことを考察し、議論することができる。 

〔評価割合〕定期試験（前期中間・前期末・後期中間・学年末）…60％ 
授業への取り組み（提出物の完成度、グループ学習等での発言回数や内容）…25％ 
課題レポート…15% 
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授業計画       

 週 授業内容・方法 到達目標 
自己 

評価＊

前 
 
期 

1 週 ガイダンス 講義の目的・概要・評価方法について理解することができる。  

2 週 

地理情報と地図 

地図の種類と活用について説明することができる。  

3 週 地形図の利用方法を理解し、活用することができる。  

4 週 統計地図を読み取りおよび作成することができる。  

5 週 

世界の地形 

世界の大地形について、分布と特徴を説明できる  

6 週 河川地形と人々の暮らしについて、説明できる。  

7 週 海岸地形と人々の暮らしについて、説明できる。  

8 週 
世界の気候 

大気の大循環を理解し、気圧帯・恒常風を説明できる。  

9 週 世界の気候区分を理解し、雨温図の違いを説明できる。  

10 週 

地域主題学習 

日本の自然環境について、その特徴を説明できる。  

11 週 日本の文化・産業の特色について、地理的に分析できる。  

12 週 日本各地が抱える諸問題を理解し、その傾向を分析できる。  

13 週 奈良県の地域性を理解し、その魅力を見出すことができる。  

14 週 奈良県の抱える問題について、統計から分析できる。  

15 週 世界と日本（奈良）との結びつきについて考察できる。  

16 週 試験返却・解答 試験問題を見直し、理解が不十分な点を解消できる。  

後 
 
期 

1 週 
世界の諸地域① 

アジア 

熱帯地域の自然環境について理解できる。  

2 週 アジアの産業と経済成長について理解できる。  

3 週 アジアを事例に、生活と文化の多様性を理解できる。  

4 週 
世界の諸地域② 

アフリカ 

乾燥地域の自然と生活について理解できる。  

5 週 アフリカにおける産業構造の変化を説明できる。  

6 週 宗教分布と民族紛争について、その経緯を理解できる。  

7 週 
世界の諸地域③ 

ヨーロッパ 

温帯地域の自然と生活について理解できる。  

8 週 ヨーロッパの村落と都市について理解できる。  

9 週 ヨーロッパを事例に、工業の立地と変化について説明できる。  

10 週 
世界の諸地域④ 

アメリカ 

冷帯地域の自然と生活について理解できる。  

11 週 アメリカにおける企業的農業とその問題点を理解できる。  

12 週 アメリカを事例に、エネルギーと資源について考察できる。  

13 週 
世界の諸地域⑤ 

ロシア 

寒帯地域の自然と生活について理解できる。  

14 週 ロシアの産業と経済について、その特徴を理解できる。  

15 週 ユーラシアを事例に、地球環境の変容について理解できる。  

16 週 試験返却・解答 試験問題を見直し、理解が不十分な点を解消できる。  

＊４：完全に達成した, ３：ほぼ達成した, ２：やや達成できた, １：ほとんど達成できなかった, ０：まったく達成できなかった． 
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